
安
住
太
伸

た

か

の

ぶ

自
民
党
公
認

あ

ず

み

安住太伸略歴
旭川生まれ、旭川育ち
1970（昭和45）年4月1日生まれ
新町小、神居中、旭川東高、慶應大法科卒、
北大公共政策大学院修士終了
新日鐡本社、日本経済研究センター派遣、
新日鐡八幡製鐡所、平成10年帰郷
同11年～旭川市議3期、同27年～道議2期
「為せば成る　為さねば成らぬ何事も
成らぬは人の為さぬなりけり」

http://www.az3.net/
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●道立食品加工研究所を誘致し、旭川産
　1次産品の価値を高めます。
●北海道ATWS開催を通じて旭川を体験型・
　滞在型・富裕層向け観光の拠点にします。

所得水準の低い地域で景気を良くするには、お金を持って
いる市外・道外の方に、このまちでお金を使っていただき、
さらに、そのお金をまちの外で使わず、「まちの中で回し
続けるための挑戦」が必要です。

外からお金を呼び込み、逃がさない！

●旭川「夢・未来」基金を設置し、若者の
起業や留学を支援します。

●道立高校の魅力を本州有名私立校以上に
高める改革を推進します。

若者に「やりたい仕事がない」と言われる地域で若者をとど
め、外から呼び込むには、彼らの意欲や取組を地域を挙げて
応援し、自ら望む仕事を創り出し、増やしていけるような
「自立する若者を生み出し続ける挑戦」が必要です。

働く場は、自ら創り出し、増やす!

●旭川版ESG投資の道モデル事業を創り、社会に
貢献する事業や企業を増やします。

●道・市連携による公募型社会起業への支援を通じて、
地域の課題を解決する事業や企業を増やします。

企業が稼ぎ続けられる地域となるには、その価値や意義を
広く内外に知ってもらい「この企業を応援したい」との思い
を育て、世界中からの「投資」を集めて、得られた「稼ぎが
その価値に再投資される社会への挑戦」が必要です。

世のため人のためにこそ、稼ぎ、使う！
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旭川を北海道元気創造の
ど真ん中へ！と変える［3つの挑戦］


